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　特集　コロナに負けない

双方向のやり取りが可能
―― 在宅勤務で、ウェブを活用した会議・打合
せが行われるようになり、研修もオンラインで
という動きが広がっています。

E ラーニングには、いつでもどこでも受講生

が自分のペースで学べるという利点がありま

す。さらに、いま主流となりつつあるウェビナー

（Webinar ＝ Web ＋ Seminar）では、Eラーニン

グとインタラクティブ・ウェビナー（双方向）を

組み合わせることで、研修をより充実させるこ

とができます。

―― E ラーニングは海外では早くから普及して
いました。

アメリカでは個人が自宅で受講するケースも

多く、社員の自己研鑽に使われています。15

分以内という短時間で行うマイクロラーニング

などもあって種類も豊富。音楽や映像も効果的

に使われています。E ラーニング制作には常に

改善が必要だと思っています。画質や音質は大

丈夫か。照明不足で暗い画面になっていないか。

講師の話し方や表情が単調になっていないか

……。受講生に十分アピールできるよう、チェッ

クすべきところはたくさんあります。実は、私

も苦労しています。 

―― 簡単ではないんですね。
教える側にとって、集合研修より企画の負荷

が増えることは確かです。日本の研修はどうし

ても質問しない一方通行の講義形式になってし

まいがちです。集合研修の内容をそのままオン

ラインで教えられても、受講者はすぐに飽きて

しまい集中力が落ちます。どうしたら集中して

もらえるか。ウェビナーを活用し双方向にすれ

ば、講師からもモニター画面を通して受講生の

顔を見ることができます。20 人でも 30 人でも

大丈夫。一人ひとりの顔を見て、集中していな

い人がいれば名前を呼びかけたり、こちらから

質問する。あるいは、受講生を小人数のチーム

に分けてブレイクアップセッションを行うこと

もできます。もちろん休憩を入れてストレッチ

などをする時間を設けることも欠かせません。

受講する側にとっては、設定や操作方法を

知っておく必要があります。ただし、こういう

ことが苦手な人もいるかもしれません。

限られた時間で最大の効果
―― オンライン研修に力を入れるようになった
きっかけは？

数年前から 2020 年は東京五輪・パラリンピッ

クで集合研修は難しくなると予測していました。

そこで、昨年春ごろに E ラーニング用の教材を

作成し始めて、現在、研修を２つの実施方法で

提供しています。１つは集合しないで完全Eラー

ニングで行う方法。もう１つは E ラーニングと

ウェビナーの組み合わせで、E ラーニングを事

前・事後課題として利用し、ウェビナーで双方

向の研修を行うというものです。受講生とのロー

ルプレイができ、学びの度合いが計れます。

海外赴任者向けに２つのモジュールで構成さ

れたプログラムを用意しています。基本のモ

ジュールは「海外における人事管理セミナー」で、

駐在員の役割、優秀人財の定着、パフォーマン

ス・マネジメント、ハラスメント・差別防止、

面接スキル、問題社員への対応

について。どれも、赴任してか

ら日本人駐在員が直面する問

題です。

もう１つは実践的に赴任前の準備をするた

めの「赴任先で良い第一印象

を与える自己紹介とは」（Make 

a good first impression as an 

expatriate）です。

―― なぜ自己紹介が重要なのですか？
とても大事なのに、準備不足になりがちな最

たるものだからです。海外赴任を発令されてか

ら実際に赴任するまで１～２カ月と赴任者の時

間は限られています。一方、赴任先の現地人ス

タッフにとっては、新たにどんな日本人が赴任

してくるのか不安ですよね。「現地人が登用さ

れてもいいのに、何でまた日本から？」　そう

考える人だっているでしょう。そんな中で日本

から来た駐在員が経歴を並べただけの自己紹介

をしたらどうなるでしょう。「え？」「何でこん

な人が？」。能力があるのか、信用できるのか、

全く分からない。一番大切なことは、なぜ自分

が選ばれたのか。ここでどのように貢献しよう

としているのか、部下たちをどう成長させたい

かを伝えることなのです。研修では事前に自己

紹介書を作成してもらい、こちらで添削した上

で、何を語るか、英語の言い回しは適切かなど

を学んでいきます。

緊急対応から効果の追求へ
―― 日本企業へのメッセージを。

海外人材に日本に来てもらって行う従来型の

集合研修には、多大な費用がかかります。Eラー

ニング、あるいは Eラーニングにウェビナーを

組み合わせた実施方法なら旅費や滞在費といっ

たコストを削減できるほか、移動に伴う時差ボ

ケも避けられますよね。また、集合研修に参加

させたくても、忙しすぎてできないこともあり

ます。集合研修を行うだけの人数がそろわない

ことだってあるでしょう。オンラインには場所

も人数も制限はありません。学習効果という点

でもメリットは大きいと考えています。

新型コロナウイルスの感染拡大による外出規

制で図らずも注目を集めるようになったEラー

ニングですが、緊急事態に際しての代替措置と

してではなく、その効果に着目してほしいと思

います。	 （聞き手：日外協業務部長　矢野文之）

在宅勤務の広がりでウェブを使った研修が注目されている。
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